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［1つのID・PASSで複数アプリを利用］
マイナンバーカードと連携し個人認証する
ことで共通IDを発行。この共通IDを使用す
ることで、基盤に接続しているアプリそれ
ぞれでのアカウント作成が不要に。

ID一つでさまざまなサービスの利
用が可能に。

複数サービスの掛け合わせで、今までなかったサービスを創出。

[データ連携基盤イメージ ]

［我々の生活に確実に根付くDX］私たちは普段の生活で何かし
らのDXの恩恵を受けているはず。DXは利用する側の能力も求
められるが、私たちの想像を超えるサービスや社会の変革をも
たらしてくれる。
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最
近
よ
く
耳
に
す
る
D‌

X
。
こ
れ
は「
デ

ジ
タ
ル
技
術
の
浸
透
が
、
人
々
の
生
活
を
あ

ら
ゆ
る
面
で
よ
り
良
い
方
向
に
変
化
さ
せ
る

こ
と
」を
意
味
す
る
言
葉
で
す
。
単
に
紙
が

デ
ー
タ
に
置
き
換
え
ら
れ
た
と
い
っ
た
こ
と

で
は
な
く
、
皆
さ
ん
の
暮
ら
し
が
デ
ジ
タ
ル

技
術
に
よ
っ
て
、
よ
り
良
い
方
向
に「
変
化
」

す
る
こ
と
が
D‌

X
で
す
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市
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っ
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係
あ
る
の
？
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ン
ラ
イ
ン
化
や
窓

口
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簡
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化
す
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な
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、
デ
ジ
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コ
ロ
ナ
禍
に
よ
っ
て
国
や
地
方
自
治
体
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
デ
ジ
タ
ル
化

の
遅
れ
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
。
こ
う
し
た
社
会
情
勢
や
国
の
政
策
の
流

れ
を
踏
ま
え
、本
市
で
は
令
和
４
年
３
月
に「
那
須
塩
原
市
D‌

X
推
進
戦
略
」

を
策
定
し
、
各
分
野
の
D‌

X
を
推
進
し
て
い
る
。
戦
略
で
は「
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
利
便
性
向
上
」「
行
政
の
業
務
効
率
化
と
働
き
方
改
革
」「
地
域
社
会
に

お
け
る
D‌

X
の
促
進
」の
３
つ
の
基
本
方
針
を
定
め
て
お
り
、
D‌

X
に
よ
る

市
民
の
幸
福
度
向
上
を
目
指
し
て
い
る
。

今
回
の
特
集
で
は
、
本
市
の
D‌

X
の
今
と
こ
れ
か
ら
を
考
え
ま
す
。

～
一
人
一
人
が
幸
せ
で
い
ら
れ
る
社
会
を
目
指
し
て
～

D‌

X
で
幸
福
を

その他にも、タイムリーな情報が伝わ
りにくい観光客に目を向けてみると、
災害情報と観光パスポートを組み合わ
せることで避難所の開設情報などを伝
達することが可能になるなど、さまざ
まな効果が期待できます。

［データを活用し新たな価値を創造］
エコポイントアプリの利用記録をもと
に地域ポータルでイベントの配信をす
るといったように、基盤に蓄積された
情報をアプリなどで用いることで、ア
プリ単体ではなし得なかったことがで
きるように。

※スマートシティ：�IoTやAIなどの先端技術を活用し、エネルギーや交通網などのインフラを効率
化することで、生活やサービスの質を向上させた、人が住みやすい都市のこと。

↓那須塩原市DX推進戦略の取り組みイメージ

市役所

市内

市外

市民
＜所属コミュニティ＞
・会社
・学校
・自治会
・自主サークル etc...・BPR（業務フロー最適化）の実施

・RPA※、生成AIの活用
・リモートワーク環境の整備
・DX研修 etc...

・書かない窓口
・どこでも窓口　etc...

・みるメール、市公式LINE
・災害情報共有システム　etc...

・災害情報共有システム
・スマート農業
・スマートライティング
・高齢者見守り
・スマート公民館
・地域ポータル　etc...

[基本方針1]
市民サービスの利便性向上

サービス・手続き

魅力発信

情報発信
双方向コミュニケーション

[基本方針2]
行政の業務効率化と

働き方改革

[基本方針3]
地域社会におけるDXの促進
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術
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利
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を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ま

た
、
職
員
の
業
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を
効
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し
、
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サ
ー

ビ
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を
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す
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き
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地
域
デ
ー
タ
連
携
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盤
を
構
築

　
近
年
、
デ
ジ
タ
ル
庁
が
ス※

マ
ー
ト
シ
テ
ィ

の
実
現
に
向
け
て
推
奨
し
て
い
る
デ
ー
タ
連

携
基
盤
」。
さ
ま
ざ
ま
な
サ
ー
ビ
ス
分
野
で

デ
ー
タ
を
有
効
活
用
す
る
た
め
の
土
台
と
な

る
ほ
か
、
地
域
課
題
を
解
決
す
る
施
策
と
し

て
も
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
内
閣
府
の
デ
ジ
タ
ル
田
園
都

市
国
家
構
想
交
付
金
を
活
用
し
、「
地
域
ポ
ー

タ
ル（
詳
細
：
Ｐ
８
）」「
電
子
母
子
手
帳（
Ｐ

９
）」「
デ
ジ
タ
ル
エ
コ
ポ
イ
ン
ト（
Ｐ
９
）」

「
観
光
パ
ス
ポ
ー
ト（
Ｐ
10
）」の
4
つ
の
ア
プ

リ
と
接
続
さ
せ
た
デ
ー
タ
連
携
基
盤
を
構
築

し
て
い
ま
す
。

　

デ
ー
タ
連
携
基
盤（
詳
細
Ｐ
３
上
部
）は
、

皆
さ
ん
の
暮
ら
し
に
さ
ま
ざ
ま
な
恩
恵
を
も

た
ら
し
ま
す
。

　
ま
だ
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
こ
の
事
業
。
今

後
も
、
接
続
す
る
ア
プ
リ
、
蓄
積
す
る
情
報

を
増
や
し
て
い
く
こ
と
で
、
こ
れ
ま
で
に
は

な
い
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
が
生
ま
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

　

デ
ジ
タ
ル
技
術
を
使
っ
て
、「
那
須
塩
原

に
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
」「
便
利
で
暮
ら
し

や
す
い
」と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な
社
会

の
仕
組
み
づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

観光パスポート

※RPA：�「Robotic Process Automation」の略語。パソコンで行っている事務作業を自動化できるソフトウェアロボット技術のことで、パ
ソコン上で日常的に行っているマウス操作やキーボード入力などの操作手順を記録し、それを高速で正確に実行することが可能。


